
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びサポート（地域人材を生かした学習支援の充実） 

地域みんなで漢字検定 ２月３日（日）        お話会（読み聞かせスタッフ 朝９回・昼６回）                                    

岡野子ども教室（地域の諸団体 計２５回）     クラブ活動（6 つのクラブすべて地域講師 計６回） 

神戸大学生（アグロック）と児童との学習会（８月２０日：学習・科学実験） 

授業における地域講師（ふるさと学習【黒豆教室、岡野隕鉄、昔遊び、オオムラサキ、卒業記念工作】、保健、 

産高生との交流【米作り・パソコン】、運動会よさこい、２年,３年町探検）等々 

地域活動サポート（地域諸団体との体験活動の充実）    安全安心サポート（安全面の充実） 

岡野スポーツフェスティバルの子ども運営ボランティア      登下校見守りボランティア 

岡野地区敬老会への参加（３年生）  おかのっ子広場      学校運営協議会委員による安全点検  

夏休みラジオ体操 等々                                保護者・地域と連携したあいさつ運動の推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクール通信 
Ｈ31年2月 21日第7号 

岡野小学校 

学校運営協議会事務局 

     

岡野小コミュニティスクール事業では、今年度も「岡野っ子応援隊」の名のもと「学びサポート」「地域活

動サポート」「安全安心サポート」の３つの支援活動の充実をめざして取り組みを進めてきました。具体的に

は下に整理している通りです。また、そのなかで太字波線のところについては、この通信で内容を載せていま

すのでご覧ください。 

今年度のテーマは「地域全体で子どもたちを見守り、子どもたちにふるさとの自然・文化・人を愛する心を

育てよう～地域と連携した様々な取組を通して～」でした。そのなかで学校運営協議会として推進してきたこ

ととしては、「安全安心サポート」の充実に力を入れてきたこと、新たな活動として「神戸大学（アグロック）

との学習会」をコミュニティ・スクール事業として位置づけて実施したこと、また学校側の求めに応じて、ク

ラブ活動で運営協議会委員が新たに2人の地域講師をコーディネートしたこと等が挙げられます。 

地域の皆様のご協力のおかげをもちまして、「岡野っ子応援隊」のもとに様々な事業が、発展・充実してき

ていることを大変うれしく思っております。これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

                             

安全面の充実は、今年度の重点目標の１つでした。１２月１７日に学校運営協議会委員よる校内安全点検

を実施しました。校舎内・体育館・運動場・校舎周り 

など学校施設の点検を隅々まで行い、危険箇所や改善 

箇所等を学校に提言しました。外部の目で見ることで 

これまで以上に安全面の向上をはかることができま 

した。 

 

 今年度は通学路におけるブロック塀点検（大阪北部地震をうけて）や防犯のための危険箇所点検（新潟連

れ去り事件をうけて）などが全国の学校で実施されました。通学路の安全確保は、どこの学校においても大

きな課題です。次年度に向けて、別紙の通り、登下校ボランティアさんの新規募集のお願いをしています。

岡野小学校においては、まだまだ見守りをお願いしたい登校班がたくさんあります。ご協力いただける方は

「新規登録」を是非お願いいたします。 

  

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２月３日（日）、岡野小学校 学校運営協議会主催 漢字検定を行いました。コミュニティ・スクール事業

としてスタートし、今年で３回目。子どもの学力向上を地域で支えるねらいで実施しています。この機会を

目標にして、毎年受検している児童がたくさんいます。また、地域の大人や 

中学生たちも一緒になって検定に取り組むことで、 

子どもたちは大人たちの姿にも大いに影響をうけ 

ています。真剣そのもの、検定ならではの雰囲気 

を味わいながらがんばることができていました。 

 地域のみなさん、少しでも興味のある方は来年 

こそ是非受検していただければと思っています。 

 

 

※この通信は、岡野小学校ホームページにおいてカラーで掲載しております。 

※今年度より学校運営協議会を開催するにあたって、HPで日時のお知らせをしています。傍聴（希望で若干

名）も可能になっています。また、会の報告書についてもＨＰで見ていただくこともできます。    

 

 

みなさんは、岡野小学校の校区に、むかし隕石が落ちた、ということをご存知でしょうか？ 

今年度、4年生でこの隕石、「岡野隕鉄」について調べました。 

 まず、「隕鉄」とは何か、岡野小学校の校長室に飾られている、「岡野隕鉄」のレプリカを見たり、手にし

たりして、その大きさや重さを確認しました。 

そして、10月に「岡野隕鉄」が落下した場所に見学に行きました。見学の際には「岡野隕鉄」の発見者で

ある畑勝蔵さんのお孫さんにあたる畑利清さんに、子どもたちに向けて場所の説明や、落下した時の様子を

説明していただきました。 

また、隕石の落下日時や場所がはっきり確認されただけでもめずらしいのに、この「岡野隕鉄」は鉄のか

たまり、つまり鉄隕石であるということ（「岡野隕鉄」の正式名称は「隕鉄 岡野号」）、さらに「岡野隕鉄」

を研究のため手に入れた京都大学の比企
ひ き

忠
ただす

教授（１８６６～１９２７）によると、鉄隕石の中でも「岡野隕

鉄」は成分的にみてもニッケルの含有量が少なく、世界的にもめずらしい存在であることがわかりました。 

この「岡野隕鉄」のことをみんなに知ってもらおう！と、岡野小学校の学習発表会でこれらの内容を発表

しました。それをうけて、栗山泰三議員が篠山市議会においても「岡野隕鉄」をとりあげられました。 

さらに、みんなに広く、長く「岡野隕鉄」ついて知ってもらうために、この「岡野隕鉄」をモチーフにし

た岡野小学校のキャラクターづくりを進めています。どんなキャラクターになるか、どうぞご期待ください！ 

また、４年生で「岡野隕鉄」を知ってもらうためのパンフレットづくりにも取り組んでいます。３月末には

校区の皆様に配布、もしくは掲示（公民館等で）していく予定です。そのときには是非ご覧ください。
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